
我が国港湾の国際競争力の低下

経済のグローバル化と中国を中心としたアジア諸国経済の急速な発展に伴う物流の増大の影響によって我が国の

相対的な競争力が低下してきています。

港湾物流における諸料金は、東アジア諸国の廉価な港湾コストに比べ割高であるとともに、港湾での様々な手続き

が複雑なことによる、港湾におけるリードタイム(※1)の長さが問題視されています。

●我が国主要港の相対的地位の低下

【各国の主要港湾の取扱コンテナ数 ’ 94年、 ’ 09年比較】

●日本の港湾の相対的地位が低下する理由①

～諸外国と比べて割高な港湾コスト～

【コンテナ取り扱い総料金の国際比較(内訳)】
東京を100としたときの40フィートコンテナ1個あたりの料金

●日本の港湾の相対的地位が低下する理由②

～諸外国と比べて長い我が国のリードタイム～

【港湾のリードタイムの国際比較】

●用語の説明

※１ リードタイム ： 輸入コンテナについて、コンテナ船の入港からコンテナターミナルより搬出することが可能な時間の長さ
※2 TEU ： 20フィート(コンテナの長さ6m)換算のコンテナ取扱個数の単位
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『物流』我が国港湾の国際競争力の低下
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